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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

東京電⼒福島第⼀原発事故に伴う営農中断や農地除染は⽔⽥を中⼼とした⽣態系に対する攪
乱であり、営農再開後の⽔⽥⽣物の遷移実態を明らかにすることは、⽣物多様性回復のための重
要な情報である。そこで、営農再開後の⽔⽥⽣物を「農業に有⽤な⽣物多様性の指標⽣物調査・
評価マニュアル」（農林⽔産省、2012）に従い調査した結果、営農再開後、⽣物多様性は⾼くな
り、中断の影響はないと考えられた。 

（１）調査は 8 市町村 26 ほ場で実施した。 
（２）トウキョウダルマガエルは営農再開後、確認はされたが⽣息数は少なかった（図１）。

営農中断中の本種の⽣息場所として重要と考えられる溜池を取⽔源としている⽔⽥では、⽣息が
確認される傾向であった。  

（３）アキアカネは営農中断ありの⽔⽥でも⽐較的多く確認された。アキアカネは移動性が⾼く、
営農再開後、戻ってくると考えられた（図２）。 

（４）⽔⽣昆⾍は３年間で 28 種が確認され、営農中断・表⼟剥ぎ及び客⼟ありが 24 種と最も多
かった。営農再開すると多くの⽔⽣昆⾍が⽔⽥に⾶来すると考えられた（図３）。 

（５）アシナガグモ類は営農中断中の農地でも⽣息可能と考えられ、営農中断の影響が少なかった。 
  （６）調査対象種の個体数によりスコア化し、⽣物多様性を評価した結果、営農再開すると再開当

年から⽣物多様性の⾼い A ランクの⽔⽥が多く、中断の影響はないと考えられた（図４）。 
 
２ 期待される効果 

（１） 原発事故後の⽔⽥⽣物への影響に関する基礎資料となる。 

３ 適⽤範囲 
（１） 原発事故により営農中断となった 12 市町村。 

４ 普及上の留意点 

（１） 栽培管理内容によって、⽣物の種類数は変動することがある。 
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図1 生産環境の変化がトウキョウダルマガエルの個体数に及ぼす影響（2019,2020年）

個体数：1筆あたり個体数（10m×4ヵ所の畦畔際見取り/筆）

有・有：営農中断あり・表土剥ぎ及び客土あり、有・無：営農中断あり・表土剥ぎ及び客土なし、無・無：営農中断なし・表土
剥ぎ及び客土なし 、図の見方は注参照

図２ 生産環境の変化がアキアカネの羽化殻数に及ぼす影響（2020年）
有・有：営農中断あり・表土剥ぎ及び客土あり、有・無：営農中断あり・表土剥ぎ及び客土なし、
無・無：営農中断なし・表土剥ぎ及び客土なし 図の見方は注参照

図３ 生産環境の変化が水生昆虫の種類数に及ぼす（2019年）
有・有：営農中断あり・表土剥ぎ及び客土あり、有・無：営農中断あり・表土剥ぎ及び客土なし、
無・無：営農中断なし・表土剥ぎ及び客土なし 図の見方は注参照
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※箱ひげ図の見方


